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土台はキリスト（Ⅰコリント3：10-11）
　
　最近、マンションの基礎工事の問題で、マンションそのものが傾いていることが事件になって騒いでいるニュースがありました。どんなに立派な建物であり美しいものであっても目に見えない基礎の部分が正しくなければ、結局は限界を見るようになり、倒れてしまうようになるものです。私たちの人生も結局、同じものと言えるのではないでしょうか。イエス様は弟子たちを前にしてこういうことをおっしゃいました。家を建てる者が、その基礎を砂の上に立てた場合には、どんなに立派で美しいものでも波風が吹いてきたときには倒れるしかありません。しかし、岩の上に家を建てた場合には、そういうことがあっても揺れることなく丈夫にしっかり立つだろうというお話をされました。どれほど一生懸命頑張るのか、まじめに誠実に生きることも大切でしょうけれども、その前に今どこに自分が立っているのか、何を自分の人生の土台にして、そこに自分の人生が据えられているのか、その土台、基礎とは一体何なのかということが先であり、もっと大切な項目ではないでしょうか。それにもかかわらず多くの人々が、残念なのはクリスチャンでさえその部分を優先にしないで、また吟味しないまま世の中で教わった通りに一生懸命頑張れば結果はついて来るだろうという思いで生きる方が多いです。そうすると、ある程度、結果はついて来るかもしれません。でも、必ず崩れていくようになるし、心の虚しさを味わうようになるでしょう。ですから、今日、私たちの人生の勝利のための土台はいったい何なのか。自分はどこに立つべきなのか。また、今、実際にどこに立っているのかということを吟味していただきたいと思います。

一番最初の人間でありましたアダムとエバが罪を犯したときに、神様が彼らを訪ねて来られておっしました。その第一声が「アダム。おまえは今どこにいるのか」でした。それは神様がアダムがいる場所が分からないので、GPSが付いていないからではありません。アダム、あなたは他の獣と被造物とは違って神のかたちに造られた尊い存在で、神さまを土台にして神様と一緒にいるべき人間が罪を犯して今どこにいるのか。神様を離れて今どこに立っているのか。そういう問いかけです。それが人生の勝利と失敗を左右する一番の鍵であることを心にとめていただきたいと思います。何をするのか。どのようにするのか。どれほど頑張るかの前に大切なのは、人生の土台はいったい何なのか。自分はどこに立っているのか。今まで私たちは実は自分なりに土台を持っていたと思います。それが果たして信用できるものなのかどうかを確認しなければなりません。今も世の中に大勢の人が生きています。それぞれいろいろなパターンをもって生きているのですが、彼らが立っている土台、それと同じものです。それはどんな種類の人間であっても神様のない自分が土台なのです。神様のことを排除した自分、あるいは人間そのものが土台となって、その上に自分の人生を立てます。その人生は必ず波風が吹いてきたときに倒れるしかありません。それがこのように現れて、また私たちを教えられていました。神様のない、神様がいらないから神様はいないまで流れていくものなのです。その主義や思想はヒューマニズムとして現れます。人間中心主義なのです。一見、話が良さそうに聞こえてくるかもしれません。その単語は、ものすごく魅力的に聞こえて来るかもしれません。しかし、ヒューマニズムというのは、元々、神様のことを排除してそこで造り上げられた思想です。それがすべての人の土台となっていました。自分なりに頑張る人でもがっかりする人でも、土台はどこなのかというと神様のないヒューマニズム、人間中心主義、縮めて申し上げると自分自身が土台なのです。そこに人生の本当の勝利を期待できるのでしょうか。
それから、神様を排除してしまったので、そこで生まれた土台というのが理性主義なのです。理性は神様から与えられたものです。しかし、理性そのものがすべてであって、人間の理性にぴったり当てはまって納得できるものしか認めません。そのような理性を土台にしてそこに人生が据えられて、その人生がまともに幸せになれるものなのでしょうか。理性は私たちの人生の土台なのでしょうか。それは神様を排除して人間そのものが神になったことなのです。特に、優れた人間、勉学のある人、先進国の方こそ、自分の頭で、自分の理性で納得できるものだけを認めます。でも、自分の理性で納得できるものだけがすべてなのでしょうか。そうすると、人間そのものが神と同じではないでしょうか。私たちの理性には当てはまらない世界、内容がいくらでもあります。それなのに私たちは今までヒューマニズム、理性を中心にして、理性主義というものに土台を持っていたのです。よくよく考えて見ると、今まで私たちの人生を捻じ曲げて苦しめていた理由になるかもしれません。

それから、神様を排除して人間が中心なので、それが当たり前でもっともな話ように今までは思ってきました。しかし、そこに基礎をおいていては人生の勝利は期待できません。その一つが因果応報の思想です。人間が中心なので、人間に原因がありその分、結果が得られるという思想です。でも、聖書の教えは、私たちに全く原因がないのに神様からプレゼントが、恵みが与えられるという内容です。そこに人生の希望があるのに、私たちは今まで神様から離れて神様を知らないので因果応報というものを土台にして生きるしかありませんでした。このような内容がひとりひとり個人になりますと自分ということになるし、特に今までの人生において自分の中についてしまった傷などが土台になってしまう場合があります。それが全部自分です。限界がある自分、傷ついている自分、間違っている知識を持っている自分、ときには欲望にかられる自分、そのような自分を土台にしてその上に今まで人生を建ててきたということです。それが今現在もこの世の人々の土台です。だから、あちこちから崩れていく、崩壊して行く音が聞こえてくるのではないでしょうか。
それから、簡単に申し上げると、人間が頑張ればどうにかなるという思想が土台なのです。それから、もう一つ、神様のない、神様を排除した豊かさ、もっと簡単に申し上げるとお金、そこに人生の土台を置いていました。お金そのものは悪くありません。経済的な裕福さは悪いものではありません。しかし、神様を排除して神のない豊かさ、そこに幸せがあるという思いを土台にして、その上に人生を築いてきたのです。それは結局、肉が中心であり、霊的な事実がたくさんあり、それがより根本的な内容なのに、霊的な知識は全く無視して無知な状態で目に見える肉だけを根拠にしてすべてを考えてしまう。だから、肉体的に豊かになることが幸せなのだという思いを土台にして、その上を人生走ってきたのではないでしょうか。今皆さんの顔を見ると、「今も私はそういう風に走っているのだけれど間違いなのか」という顔なのです。それほどクリスチャンの私たちにもこれが当たり前に無意識の中に据えられているものなのです。学校に行ってもこう言うことを教えられ、テレビを見ても映画を見ていても全部聞こえてくるのはこういう内容なのです。専門家のコメントもこのような土台に基づいて話しているのです。経済、物が中心であり、一歩進んでいきますと、結局、快楽が中心なのです。肉体的な快楽。そこに楽しさがあり、そこに幸せがあるというような土台を私たちは持っていました。
それから、もう一つ申し上げると、神様から離れてしまったので、神様のない成功、そこに人生の幸せがあり、この社会が変わる美しい変化があるという思いを、思想を土台にしてその上に人生を建ててきたのではないでしょうか。それが外見を見たときには、ものすごく偉いものに見えるかもしれません。美しいものに、「本当に頑張ったな」「社会に貢献できたな」と見えるかもしれませんが、それは土台そのものが違います。ですから、バベル塔のように全部崩れていくようになります。人が望んでいるのは、それによって幸せが、それによってより豊かな社会が、またユートピアが与えられるとなればいいのですが、その期待、希望とは裏腹に崩壊してしまいました。それが歴史の事実です。そのように崩壊してしまうものを土台にして、その上に自分の人生を建てるのでニュースに出ているような人生になります。傾いてしまう建物、危険でしょうがない、そこに住めないような人生になってしまうでしょう。いまだに世の中は発展すればより良い世界になるだろうというまぼろしの中で皆が頑張っています。それが土台です。成功至上主義なのです。
それから、非常に残念で、この話はみなが嫌がるのですが、いろいろなことがあって心配するにもかかわらず、究極的には地球は滅びない。地球は希望がある。どんどんよくなっていくという進化論的な思想が土台です。そのような土台、それを基礎にして、その上に皆さんの人生を建てています。そこに希望はあるのでしょうか。それが本当に私たちの人生の土台になれるものなのでしょうか。私たちは、残念ながら今まで神様のことを知らないで生きてきたのでそうなるしかありませんでした。それが間違いであるにもかかわらず、それしかなかったのです。だから、私たちの人生はいろいろな重荷を背負い、疲れるしかなかったのです。幸い、神様の恵みによってイエス・キリストを受け入れることになりました。人生の土台を変えないといけません。何が人生の土台なのかしっかり確認し、感謝をもって毎日、日々すべての場面においてその土台の上にしっかり立っていないといけません。正しい土台を持っているにもかかわらず、その場面、場面で、実際、自分の足がそこに止まっていない場合が多くあります。それがいろいろな葛藤の理由になります。本当の人生のまことの土台はどこにあるのでしょうか。何でしょうか。それを理解するためには、まず私たち人間がどんな存在なのかを正しく理解しないといけません。創世記1：27には、人間というものは自然にできたものではなくて、創造主であられる神様によって造られた被造物です。そこをまず看過してはいけません。目には見えないけれども人間は独自で自分一人の存在、人間中心ではなくて、神のかたちであり神様とともにおられ神様を排除していては成り立たない存在なのです。被造物なのです。創造主と一緒に、しかも人間というものは他の被造物とはまた違う特別な存在、魂のある霊的な存在です。そこを吟味しない限りは、人生の正しい土台が見つからないでしょう。そして、神のかたちというのは、体が小さいかどうかは関係なく、宇宙万物の中で、被造物の存在の中では最高の存在なのです。人間だけが神を礼拝することができるし、神の栄光と力をもってこの世界を治め、神の栄光を現すことができる唯一の存在です。そのような存在でした。神様に祝福されてスタートしたものです。しかし、この人間が悪魔にだまされて、目に見えないサタンに惑わされて神様に罪を犯してしまい完璧に堕落してしまいます。それが創世記3：1-5に紹介されている内容です。その罪というものは原罪と言いますが、私たちがこれをした、悪いことをしたといったレベルの、そういう次元の話ではありません。その罪というのは、絶対に取り返しのつかない、許されることのない罪です。だから、人間というものは尊い神のかたちに造られたにもかかわらず、全く完璧に堕落してしまっています。これっぽっちも希望のない存在に転落してしまいました。だから、生まれながら根本的に滅びるしかない滅びの運命を抱えて生まれる存在です。だれ一人として例外なく頑張るから変わるような問題ではありません。発展があるから変わるわけでもないし、経済の豊かさがこの問題に役に立つということではありません。このようになってしまいました。ですから、人間にとって人生において何より急務であり、何より大切なことはこの堕落の罪から救われることです。しかし、救いの道がどこにもありません。それで神様が最初から人々に救いの道を約束されました。女の子孫が生まれて蛇の頭を踏み砕く。キリストが来られてあなたがたをこの罪の泥沼から、この堕落の滅びからあなたがたを救い出すと約束されました。そのキリストの他には救いの道はどこにもありません。それが私たちが今抱えている問題というものです。人間の問題が何なのか、人間がどういう存在なのか正しく理解すると、神様の救い以外には論ずることはまずできません。その救いの道は、神様が約束されたキリストしかありません。キリストはすべての罪をきよめられるまことの祭司であり、キリストは悪魔の頭を踏み砕いて勝利なさるまことの王様であり、その結果、キリストはいのちの創造主神様と会うことができる未知なる預言者なのです。そのキリストの他にはありません。そして、このキリストで十分で完璧で完全なのです。人はまず救われないといけない存在です。
そして、唯一、完全で永遠なるキリストが世に来られて救いの働きを全うされました。すべて完了されました。その方がイエス様なのです。ですから、イエス様が唯一の完璧な救い主キリストです。このキリストの他には人生の土台はありません。今まで私たちが持っていた人生の土台、それは人生の正しい土台ではありません。それを早く悔い改めてそこを捨てて土台を取り替えないといけません。そうでないとその上に人生を建てないと人生は丈夫に勝利の道を歩むことは無理なのです。頭が良いから勝利の人生になるわけではありません。優秀な大学に入るから人生が保証されるわけではありません。人生に降ってくる波風というものは、霊的な爆風というものは、そういったものによって止められるものではありません。救われて神の子どもになり、このすべての罪と滅びの運命から解放され神の御胸に抱かれること、これこそが救いです。その道はキリストだけです。イエスはそのキリストです。これが神様の愛のメッセージです。だれでもこのイエスをキリストとして信じる者は、すべての罪が許されて、その内側に神がともにおられ、今私たちが最初に唱えているように「イエスはぶどうの木で、私はその枝です」という関係に変えられます。その他に私たち人間が救われる名としてどのような名も私たちに与えられていません。人生の土台はこのキリスト、イエスの他にはありません。残念ながら皆さんはその土台をしっかり確保しているにもかかわらず、今までにあった土台とこんがらがって、この土台であるキリストの上にのみ立つべきなのにいつも何かあるたびに限界のある、傷ついている自分の上に立つのです。経済の希望の上に立とうとしているのです。世の発展に希望を託してその上に立とうしているのではないでしょうか。だから波風が吹いてきたときにはフラフラ揺れて葛藤が止まらないし倒れてしまうようになります。私たちはそうならなくてもいい尊い神の子どもなのに、ついついだまされてしまいます。それでなぜなのかが分からないまま、また別のところを叩きます。そのさまよい、葛藤が終わりません。土台が違っているから、今自分がどこに立っているのかそこが確認されていないからです。誰かが悪いからではありません。社会が厳しいからでもありません。自分に才能がないからでもありません。性格が悪いからでもないのです。今皆さんどこに立っているのか、何を土台にしているのかを毎日確認して吟味しなければなりません。それがすべてです。パウロはこのことに心の情念を持っていたので、ガラテヤ1：8を見ると、この福音、つまり、「イエスがキリストだ、このほかに土台はありません」という福音以外の福音を語る者があれば天使でさえのろわれるとまで言っています。土台がすべてです。今日の聖書でもパウロは言っています。土台はキリストだけだ。この土台の他に何か土台を設けようとすると、それは失敗であり、それはありえないと。土台を確認して自分の人生がどこに立つべきなのかを確認して、それを日々土台にしないといけません。自分が立つところにしないといけません。もしかして皆さんの社会的地位が上なのか下なのか分かりませんが、その上に立っているのでしょうか。今置かれている環境があまりにも厳しいので、その厳しい環境の上に立っているのでしょうか。そうするから揺れるのです。私たちが立つべきところはキリストだけです。土台はキリストなのです。違う土台を全部壊して、土台は一つだけにしましょう。イエス・キリスト、それから、それが土台であればいつも私たちの足がそこに止まっているようにしないといけません。パウロは刑務所の中にいましたが、刑務所の中に立っていないで、キリストの中に立っていました。だから、パウロが一番よく使っていた言葉は、in Jesus Christなのです。例えば私たちが過ちを犯した場合もあります。過ちの上に立っていないと、自分が土台から。土台はキリストしかないので過ちを犯したときでもキリストの上に立たないといけません。そうするとその過ちが全部祝福に変わります。病気を抱えている方は病気の上に立たないようにしてください。キリストの上に立ってください。私たち人生、人間が立つべき土台はイエス・キリストしかありません。そのキリストの上立つ人は、どんな状況、環境であっても、条件がどんなに不利であっても必ず勝利の人生を歩み実を結ぶようになります。皆さんがイエス・キリストを土台にするかどうかです。

土台は何でしょうか。立つためのところでしょう。土台はキリストと言いながらも、なぜ違うところに立つのでしょうか。本当は別のものが土台ではないでしょうか。土台はキリストだけです。そうならばいつもキリストの上に何が何でも立ってください。そうすると、そこにはこのようなすばらしい祝福が見えてくるようになります。死の影の谷を歩いていても関係なく自分は幸いなものなのだ。自分は幸せ者なのだと告白するようになります。なるほど刑務所の中にいるのにもかかわらず、迫害があるにもかかわらず、病気があるにもかかわらず、私はすべての滅びの運命から解放されているものです。そして、どんな状況の中に置かれていても私は神の導きによって安全な存在であり、私の未来はもう保証されているものです。それがイエスの上に立っていると見えてきます。簡単に申し上げると、すべての問題はもう終わりました。ローマ8：37-39、いつでもこれを確認してください。私たちは圧倒的な勝利者であり、どんな被造物も悪魔も天使もこのキリストにある神の愛から私たちを切り離すことができない。私は幸いなものだ。全人類があなたはだめだと指を指していても構いなく、「私は幸いなものです。キリストの上に立っていれば、時には夢の中で、あるいは幻覚の中で、悪霊が現れておまえはだめだ。おまえはだめだ」と指を指してささやいたりしているかもしれません。それにもかかわらずへっちゃらで、イエス・キリスの上に立っていれば私は幸いな者なのです。何かがあるから不幸で無いから幸いなのではありません。イエス・キリストによって死の影の谷を歩いていても、私たちが震える理由は、その死の影の谷を歩いているからではありません。皆さんの旦那さんが悪いから、奥さんが変な人間だから皆さんが不幸になるわけではありません。土台がイエスではありません。自分が今どこに立っているのか。「アダム、おまえはどこにいるのか」。その神の御声にいつも反応しなければなりません。そうするとどんなに変な人間が周りにいても、社会が私を認めてくれなくても「私は幸いな者なのだ」、頭がわりぃ人間でも「私は幸いな者なのだ」と自分のことを愛して自分自身に自信を持つようにしてください。土台の問題です。キリストだけが土台です。幸い私たちは、そのイエス・キリストを受け入れました。問題は、日々いつもそこに立つことです。
そして、そのキリストの土台の上に立っていると、自分は幸いであると同時に、この世界は、世の中は、キリストのない現場は不幸なのだということが見えてくるようになります。身分が上なのか下なのか金があるのかどうか関係なく、その人の性格が優しいか、あるいはタフな人間なのか関係なく、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であって、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれたということが見えてきて、なるほど、だから疲れて重荷を負って歩くしかないのだね。あのまま行きますと結局、死んで、死んだ後はさばきを受けることが定まっているのだねということが見えてきて、うらやましいことは何一つありません。喧嘩する理由もありません。かわいそうで神の愛をもって見るようになるでしょう。でも、なぜそのように見えないのかというと、世の中が自分より優れているからではなくて、皆さんがキリストの上に立っていないからです。何が基礎、土台なのでしょうか。イエス・キリストの上に、それをいつも土台にして足を留めている人は自分のことがまた改めて見えてきます。自分はその不幸なかわいそうな世の人々を助けるための伝道者として召されているのだね。伝道者なのだね。弱いものでも足りないクリスチャンでも条件が不利なクリスチャンでも関係なく、あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿なので伝道者なのです。蛇とサソリを踏みつける権威が自分自身にあることが分かるようになります。天使が私たちを手伝う、この人を生かす伝道の働きのために天使が動員される特別な権限を持っている存在だということが、イエス・キリストの上に立ったときに見えてくるようになります。自分は弱いものですが、聖霊が臨まれ聖霊に満たされると十分可能になる幸いな者だということが、イエス・キリストの上に立ったときに周りが真っ暗で厳しい険しい状況であっても関係なく見えてくるようになります。なぜ自分がそのような存在でそれで十分だということが見えてこないのか、信じられないのかというと、皆さんの土台を点検してください。今、どこに立っているのでしょうか。ぐじゃぐじゃややこしいその状況の上に立っているのでしょうか。イエス・キリストの上に立っているのでしょうか。状況を土台にしないでください。世の知識を土台にしないでください。人生の土台は、イエス・キリストしかありません。その上に具体的にとどまり立つように、これこそが戦いです。その時に暗やみの悪霊の力が取り去られるようになります。そこに神の国が臨まれる勝利があります。イエス・キリストの上に立ったときに、自分自身は天の御国の国籍を持っているし、地上を歩きながらも天国の民であり、必ず神の国が私を通してこの地に臨まれ現れるということが見えてきます。それを現場で毎日、すべてのことにおいて味わうことが私たちの特権です。ぜひ土台をしっかり吟味して問いかけてください。自分はどこに立っているのか。特に皆さん、心配になるときに、不安になるときに、すぐ質問してください。「おまえはどこに立っているのか」と問いかけてみれば、すぐ答えが出ます。たぶんほとんどが神のないキリストを忘れてしまった自分の上に、あるいは環境の上に立っているでしょう。あるいはお金の上に立っているのではないでしょうか。そこを変えないといけません。神様に力がないから、皆さんにそういう問題があるわけではありません。土台を変えて、土台を確認して、実際にその上に立つ練習をしなさいということで許されるのです。その結果、神様がどのように動いて働くのかということを見せたいのです。私たちのやるべきことはそれしかありません。先ほども申し上げましたように、パウロが一番多く使っていた言葉は［キリスト、イエスにあって］です。どんな状況でも、どこにいてもパウロは構いません。自分は、キリスト、イエスの上に立っているのです。in Jesus Christ。だから、皆さんいつでもイエスはキリストだと叫んで告白して、先にキリスト、常にキリスト、これを身につけるようにしましょう。何があっても、歯を食いしばってでも、一番先にイエスはキリスト、そして、その上に立ちましょう。そうすると自分は幸いな者、この世の中は大変だ。だから、私はここにいるのだね。彼らを助けるために。力があるかないかは関係ありません。そのための十分なすべてが与えられています。それを味わえばよいです。

そのために皆さんが日頃、個人の聖餐式を真剣に心がけて毎回やってください。それがイエス・キリストの上に立つということです。それから信仰の宣言を大胆に宣言してください。特に、現場に向かうとき、家を出るときに宣言してください。皆さんは伝道者ですから、神様はそれに合う祝福を必ず与えられます。その上に自分自身を立てるようにしてください。それが祈りです。その上に自分自身を立ててください。イエスはぶどうの木で、私は枝です。ですから、そこから離れていては実を結ぶことができません。土台をしっかり確認して、いつもその上に立つことを心がけて勝利の主人公になることを祈りたいと思います。
 (祈り)

愛する天の父なる神様。ありがとうございます。今日も私たちクリスチャンがまことの勝利のために何が必要なのか教えてくださり、ありがとうございます。時分も知らないうちに昔の土台を、失敗になるしかない土台をそのまま抱えている時が多くあります。私たちの土台は、イエス・キリストしかないということを確認して、いつもどんな状況でも先に、また常にイエス・キリストの上に足を留める、しっかり立つことができるように兄弟姉妹を祝福、導いてください。それで具体的に勝利の実を結ぶ主人公としてのお証しができるように導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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